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 そして、本論第 6章～第 8章は句読点（第 6章）、括弧符号（第 7章）、リーダー・ダッシュ符号（第
8章）が記述される。補助符号の用い方が暗中模索の時代であった明治 20年代における句読点・括弧
符号・リーダー類の使用状況が明らかにされる。なかでも、句読点における白ゴマ点（﹆）の使用法、
括弧符号が「 」のセットで用いられること、また、リーダー類の先駆的な使用が明らかにされる。 
 最後に終章として全体がまとめられる。『新編浮雲』の表記は平仮名が優勢の漢字平仮名交じり文
であり、訓読み主体の漢字ルビには多く熟字訓がみられるものであって、表現効果をねらった片仮名
が若干混用されるものとしてとらえられた。同時に、括弧符号・リーダー類符号の革新性が説かれて
いる。なお、付章は二葉亭の自筆草稿と印刷活字本の表記の関係にも言及する。 
 以上のように本論文は日本語史上重要な資料である『新編浮雲』の表記をきわめて精細に記述し、
『新編浮雲』の文章改革が表記改革でもあるという帰結に至っている。この研究は、従来十分には検
討されてこなかった近代日本語の表記についての研究の基盤をなすものと考えられ、近代日本語研
究、なかでも表記史研究に大きく寄与するものといえる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
